
  

 

 

 

 

 

ニュースレター第 4号をお届けいたします。 今号は樋野先生のお言葉といつも「縁の下の力持ち」で大活躍の 

スタッフの増田が担当します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCC メディカル・カフェ ニュースレター 『賢明な寛容:the wise patience』 第４号                    

2023年4月  発行『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』 

 

『人生は開いた扇』 〜『不思議な出会い』 〜 

 

樋野興夫（順天堂大学名誉教授、新渡戸稲造記念センター長、恵泉女学園理事長） 

 

        

 

2023年4月22日『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』に赴いた。 今回は5組の個人

面談の時が与えれた。 お母様と2人の小学生の娘様、息子様との面談では、『親子で一

緒に冊子を製作せよ！』とさりげなく語った。 大いに話が盛り上がった。 実現する予

感がする。 想えば、筆者は『小学5年生の時から日記』を書くように担任の先生に命令

されたものである。 それが、今の【4つのブログ『楕円形の心』&『21世紀のエステル

会』&『心に咲く花会』&『言葉の院外処方箋』】を毎週書くことに繋がっている。 『人

生不思議な出会い』である。 

 

新渡戸稲造（1862-1933）が愛読したトーマス・カーライル（Thomas Carlyle, 1795-

1881）の『サーター・リサータス：衣装哲学』の『“Do thy Duty, which lies nearest 

thee, which thou knowest to be a Duty”(汝の義務を尽くせ。汝の最も近くにある

義務を尽くせ、汝が義務と知られるものを尽くせ）』 と 『人生邂逅の3大法則は、良き

先生（重心）、良き友（外心）、良き読書（内心）である』も語った。 人生における出

会いは、出会った時に受ける影響だけに留まらず、『20～30年後に影響して来るのが教

育である』を実感する日々である。 まさに、『人生は開いた扇』のようである（下図）。 

今回、小学生への語りは、筆者自身の『人生の復学』ともなった。 大変有意義な充実

した貴重な『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』であった。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「がん哲学外来、お茶の水メディカル・カフェ in OCC」は樋野先生と榊原先生が中心となって、

多くの奉仕者の方々と開催を続け、がん患者の皆さまに寄り添ってきたカフェになります。 

2012 年 5 月に開始し、今年の 5 月から 12 年目になります。OCC とは、お茶の水クリスチャ

ン・センターの略称です。名称に「クリスチャン」とあるようにプロテスタントのキリスト教

会と深い関わりがあります。しかし、カフェでは全くと言って良い程、キリスト教に関わる話

しは出ません。集う方々やスタッフにもクリスチャンの方も何人かおられますが、キリスト教

以外の信仰を持つ方、特に信仰を持たない方々にも、集いやすいカフェだと思います。 

私は、再開された 2021 年 12 月以降のカフェに関わっています。会場の OCC で仕事をしてい

ましたので、キリスト教の信者で日曜日は教会に集い礼拝を守っています。OCC ではカフェと

は無縁の仕事でしたので、定年退職後の今、関わっているのが、とても不思議な気がします。

また、24年ほど前に父を肺がんで亡くしましたが離れて住んでいた事もあり、がんは身近な存

在ではありませんでした。そして、がんについてはカフェで参加者の皆さまの話を伺うまで、

余り考えることも無かったです。 

カフェでがんに罹患した方々のお話で印象的なことは、「がんになった」ことを職場や友人な

どの身近な方々に『伝えたくない』『知られたくない』という思いです。これは、がんに対する

昔からのイメージと、がんという病気によって大きな不安が襲うからとのことだと思います。

カフェに参加する方々の中には、がんという病気に触れ、がんの辛さを経験していますが、樋

野先生のおっしゃる、病気であっても自分の役割意識と使命感をもって「いい覚悟をもって生

きる」を実践している方々もおられます。そしてカフェでは、がんの種類も程度も異なる方々

ばかりですが、良い意味で“知人では無い”ことで、悩みや病気のことを、率直に聞いて貰う

ことが出来る環境だと思います。話を聞いて貰うこと、また、同じがんに苦しむ方々の話を聞

き、思いを共有することを通し、少しでも心の重荷を軽くして頂けたらと願います。    

お茶の水メディカル・カフェ in OCCスタッフ 増田 謙 

 


